
講演規定　　　　　　　　　　　　　　　　　

■口頭発表の座長・演者の方へ

1．講演時間
パネルディスカッション 発表 8 分、一括討論 20 分
シンポジウム 発表 8 分、一括討論 18 分
近大 RIKYU セミナー 1 各動画 20 分による自由討論
近大 RIKYU セミナー 2 発表 15 分
Free paper 発表 5 分、質疑 2 分
ポスター 発表 3 分、質疑 2 分
※講演終了時間 1 分前に黄色ランプ、講演終了時に赤ランプが点灯します。
※時間厳守でお願いします。

2．機材・受付
　〈機材〉
　　① PC プレゼンテーション 1 面での講演となります。スライド・ビデオでの講演はできません。
　　②画像枚数に制限はありませんが、講演時間内に終了するようご配慮ください。

　〈受付〉
　　①演者は発表時間の 20 分前までに PC 受付にて、動作確認を行ってください。
　　② PC 受付の場所と受付時間は下記の通りです。
　　　場　所：大阪市中央公会堂　3 階　小集会室　
　　　時　間：8：30 〜 17：20

　〈メディアを持参される場合〉
　　■�受付可能なメディアは USB メモリーのみです。MO・フロッピーディスク・CD-R・CD-R/W　

などはご利用いただけませんので、予めご了承ください。
　　■本会では、以下の OS アプリケーション、動画ファイルに対応しております。

OS およびアプリケーション
Windows11
Windows office365 PowerPoint

動画ファイル Windows Media Player で再生可能なデータ

　　■ �Macintosh でのご発表の方は、PC 本体をご持参ください。
　　■�発表者ツール（ノート閲覧）は使用できません。
　　　�発表データ内でノート機能をご利用の場合、演台のモニターには表示されませんので、ノートの

情報が必要な際は、あらかじめ印刷したものをご用意ください。
　　■�メディアには、当日講演に使用されるデータ以外は、保存しないようにしてください。
　　■�プレゼンテーションに他のデータ（静止画・動画・グラフ等）をリンクさせている場合は、必ず

元のデータも保存し、データ作成された PC とは別の PC で事前の動作確認を必ずお願いいたし
ます。
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　　■�ファイル名にはセッション名・講演者名を入力してください。
　　■�会場システムへのウイルス感染予防のため、事前にメディアのウイルスチェックを行ってくだ

さい。
　　■ �PC 受付では、ウイルスセキュリティを最新に更新し、万全を期しておりますが、ウイルスに定

義されていない未知のウイルスに感染する場合がございます。
　　■�データは、PC 受付にて受け取り、サーバーに保存し、学会終了後に責任をもって消去いたします。

　〈PC 本体を持ち込まれる場合〉
　　■�万が一に備え、バックアップ用として、USB メモリーにデータを保存し、ご持参ください。
　　■�接続は、HDMI 端子となります。
　　■ �PC 本体の外部モニター出力端子の形状を必ず確認し、変換アダプターが必要な場合は必ずアダ

プターをご持参ください。
　　■ �AC アダプターは各自でご持参ください。
　　■�スクリーンセーバーや省電力設定は事前に解除しておいてください。
　　■�演者は、PC 受付にて動作確認後、講演開始 10 分前までに、講演会場内の PC オペレーター席

に PC 本体をお持ちください。
　　■�講演終了後、PC オペレーター席にて PC をご返却いたしますので、速やかにお引き取りください。

　〈発表〉
　　①�演台の上のモニターで確認をし、キーボード・マウスを各自で操作し、講演を行ってください。
　　　（PC 本体は演台にはありません）

　〈進行〉
　　①演者は、座長の指示のもと、講演を行ってください。
　　②座長は、担当セッション開始 15 分前までに会場最前列の次座長席にご着席ください。
　　③座長は、開始の合図が入り次第登壇し、セッションを開始してください。
　　④講演・討論を含めて時間内で終了するようにご協力ください。

　〈討論〉
　　①討論は、各発表終了後、個別に行われます。
　　②討論者は予め会場内の討論用マイクの近くでお待ちください。
　　③討論者は、所属・氏名を述べたのち、簡潔に発言ください。
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■ポスター発表の座長・演者の方へ

1．ポスター発表について
　※スムーズな進行のために座長の指示に従って、時間厳守でお願いいたします。
　【ポスター受付】大阪市中央公会堂　3 階　総合受付
　【発表時間】発表 3 分、討論 2 分
　【貼付・発表・撤去時間】　貼付：9：00 〜 9：30
　　　　　　　　　　　　　発表：13：40 〜 14：10
　　　　　　　　　　　　　撤去：16：30 〜 17：30
　①撤去時間を過ぎたポスターは運営事務局で撤去・処分します。返却はいたしません。
　②�発表当日はセッション開始予定時間の 15 分前までに自身のポスター付近で待機ください。開始予

定時刻となりましたら座長の指示に従って発表を開始してください。
　③利益相反の有無はポスターの最下段（右下）に記載し開示してください。

2．ポスター掲示について
　�パネルの大きさは横 90 cm × 縦 210 cm で、貼付

スペースは、横 90 cm × 縦 180 cm とします。
　�演題ごとに縦 20 cm × 横 20 cm（右図参照）の演

題番号のみ用意いたします。
　�パネルの規格に従って演題名・所属・演者名・発

表内容のポスターをご用意ください。

　�ポスターパネル、演題番号、押しピンは事務局で
用意いたします。文字の書体および大きさは自由
ですが、離れたところからでも判読できるように
考慮してください。

　図表の枚数、大きさは自由です。

　◆ポスター座長へのお知らせとお願い
　�ご担当セッションの開始 15 分前までに、「総合案

内」へお越しください。座長用のリボンと指示棒
をお渡しします。各演題の割り当て時間は、発表 3 分、討論 2 分、計 5 分です。セッションの終了
が遅れないよう進行してください。

20cm

90cm

20cm

160cm

70cm

演題
番号

演題名
氏名・所属

30cm

180cm

事務局にて用意します。

余白

発表者で準備
してください。

COI 提示

［ポスター展示基準］
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■利益相反（COI）の開示について

　�日本股関節鏡研究会では「日本整形外科学会における事業活動の利益相反（COI）に関する指針」に
準じて、口演発表またはポスター発表をされる筆頭演者の方に利益相反（COI）の開示をお願いして
おります。

　�筆頭演者は利益相反の有無にかかわらず、口演発表者はスライドの 2 枚目（タイトルスライドの後）に、
ポスター発表者はポスターパネルの右下に、過去 1 年における発表内容と関連のある企業等との利益
相反（COI）状態を開示してください。

　【COI スライド例】
開示すべき企業等なし 開示すべき企業等あり
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「症例報告を含む医学論文及び学会研究会発表における 
患者プライバシー保護に関する指針」

　医療を実施するに際して患者のプライバシー保護は医療者に求められる重要な責務である。一方、医
学研究において症例報告は医学・医療の進歩に貢献してきており、国民の健康、福祉の向上に重要な役
割を果たしている。医学論文あるいは学会・研究会において発表される症例報告では、特定の患者の疾
患や治療内容に関する情報が記載されることが多い。その際、プライバシー保護に配慮し、患者が特定
されないよう留意しなければならない。
　以下は外科関連学会協議会において採択された、症例報告を含む医学論文・学会研究会における学術
発表においての患者プライバシー保護に関する指針である。

１）患者個人の特定可能な氏名、入院番号、イニシャルまたは「呼び名」は記載しない。
２）�患者の住所は記載しない。但し、疾患の発生場所が病態等に関与する場合は区域までに限定して記

載することを可とする。（神奈川県、横浜市など）。
３）�日付は、臨床経過を知る上で必要となることが多いので、個人が特定できないと判断される場合は

年月までを記載してよい。
４）他の情報と診療科名を照合することにより患者が特定され得る場合、診療科名は記載しない。
５）�既に他院などで診断・治療を受けている場合、その施設名ならびに所在地を記載しない。但し、救

急医療などで搬送元の記載が不可欠の場合はこの限りではない。
６）�顔写真を提示する際には目を隠す。眼疾患の場合は、顔全体が分からないよう眼球のみの拡大写真

とする。
７）症例を特定できる生検、剖検、画像情報に含まれる番号などは削除する。
８）�以上の配慮をしても個人が特定化される可能性のある場合は、発表に関する同意を患者自身(また

は遺族か代理人、小児では保護者)から得るか、倫理委員会の承認を得る。
９）�遺伝性疾患やヒトゲノム・遺伝子解析を伴う症例報告では「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する

倫理指針」(文部科学省、厚生労働省及び経済産業省)(平成 13 年 3 月 29 日、平成 16 年 12 月 28 日
全部改正、平成 17 年 6 月 29 日一部改正、平成 20 年 12 月 1 日一部改正、平成 25 年 2 月 8 日全部改
正、平成 26 年 11 月 25 日一部改正、平成 29 年 2 月 28 日一部改正)による規定を遵守する。

平成 16 年 4 月 6 日
（平成 21 年 12 月 2 日一部改正）
（平成 27 年 8 月 28 日一部改正）
（令和元年 6 月 13 日一部改正）

外科関連学会協議会　加盟学会
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